
ミリ波超高速無線通信の
普及加速に向けた共同研究

　現在、私たちがスマートフォンなどでLTE （Long Term 

Evolution）を使用するときは、約100Mbpsの通信速度を得

ることができます。平成25年初頭には、高速通信を行うため

の国際規格であるIEEE802.11adが制定されました。この

規格では、60GHz帯のミリ波を使い、数Gbps（1Gbps＝

1,000Mbps）の通信を行うことができ、日本国内では、

57GHz～66GHzまでの4チャンネルが割り当てられてい

ます。この規格の特徴は、約2GHzの帯域が使え、免許がなく

ても誰でも高速ワイヤレス環境を使用できることです。これ

が実現できれば、スマートフォンなどで光ファイバー並みの

通信を行うことも夢ではありません。電子マネーで買い物を

する感覚で、映画などの大容量の情報を情報スタンドなどか

らワンタッチでダウンロードできたり、ハイビジョンテレビ

とDVDレコーダーやスマートフォンがワイヤレスで接続で

きたりするようになるかもしれません。

　しかし、今のところ60GHz帯でトランジスタなどの半導

体デバイスをこの通信目的で使用すると、信号が歪んでしま

い、せっかくの高速通信が実現できません。高品質な高速通

信を行うには、この歪みを正しく測定することが必要です

が、測定機器自体も同程度の歪みを持ちます。そこで、都産技

研と株式会社日立製作所は、測定機器自体の歪みを測定して

数学的に補正する技術を平成24年度に共同で開発しまし

た。この補正技術により、信号の歪みを約3倍改善すること

に成功しました（図1）。

　平成25年度には、これまで1,000万円以上と大変高価で

あったミリ波通信評価装置のダウンコンバータ※（周波数変

換器）を、性能はほとんど変えずに約10分の1のコストにする

ことができました（図2）。これにより、ミドルクラスデジタル

オシロスコープと組み合わせた廉価な通信評価装置が構成
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でき、中小企業が新たにミリ波産業へ参入する場合に必要と

なる測定機器調達の負担を減らすことが可能となります。

　上記補正方法などの実用化に加え、この技術を応用した測

定システムの運用も同時に行っており、近い将来、中小企業

がミリ波分野へ参入した際に、ユニークな製品を開発できる

ような環境が整いつつあります。都産技研では、平成24年度

からミリ波関連の技術セミナーを開催していますので、興味

のある方はぜひお越しください。

　本大学は、建学時から実践型の技術者・研

究者の養成を使命としてきました。都産技研

と協定を結ぶことで、お互いの持っている

ネットワークを活用して、中小企業支援の幅が広がると考えて

います。また、臨海副都心と豊洲という隣接した地域にお互い

の拠点があることから、イベントに参加しあったり、私たちの

プロジェクトにも参加していただいたりしています。都産技研

と本大学には、実学重視でロボット技術に力を入れていると

いった共通点などがあります。将来的には、中小企業をサポー

トするモデルとなるような支援プロジェクトを協力してつく

り、湾岸エリアから発信していければと思います。

　2009年から人材交流の一環として、都産

技研の方に客員教授や客員准教授として学

生達の指導をしていただいています。大学の

教員だけではカバーしきれない研究分野を扱うことができ、教

育に厚みが出ています。

　

　私たちの得意分野の一つに、ロボット技

術があります。ロボット技術はまだまだ話

題だけが先行していて、実用的な技術は普及していません。そ

こで、私たちはベイエリアに関係をもつ企業、研究機関、大学と

連携し、「ベイエリアおもてなしロボット研究会」を立ち上げま

した。研究会を通して、基礎研究から実用化までを一気に行え

る場をつくっていきたいと考えています。私たち大学は基礎研

究が中心となりますが、都産技研はそれを受けて実用化へと

つないでいくための重要なパートナーです。

ベイエリアから新しいロボットや産業をつ

くっていくためにも、協力関係を深めていき

たいと思います。

　私たちの大学には、分野ごとに経験豊富

な技術コーディネーターが常駐しており、

都産技研の研究員やコーディネーターとも

連携して、中小企業の皆さまの悩みをどうすれば解決できるか

を一緒に考えていますので、お気軽にご相談いただければと思

います。

　私たちが手にしている携帯電話はマイクロ波を使用していますが、昨今は光ファイバー並みの通信速度を得られる
60GHz帯ミリ波の利用が始まっています。しかし、通信速度を得るために変調帯域が約2GHzと広く、従来の半導体
デバイスを使用した際に発生する信号の歪みとミリ波を扱う測定機器が高額であることが中小企業の新規参入を阻
んでいました。都産技研では、これらの問題を解決し、中小企業の参入障壁を下げるために共同研究を行っています。
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ロボットの移動ベースは、都産技研で開発したものを使用
首都大学東京とも共同研究実施

TIRI NEWSでは、引き続き協定締結機関のご紹介を行っていく予定です。
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協 定 締 結 機 関 の ご 紹 介

学校法人 芝浦工業大学 

　都産技研では、大学研究機関、支援機関、行政機関、金融機関など、4月現在で40の機関と包括協定等を締結
しています。それぞれの機関が持つ特性を生かしあい、連携していくことで、東京の産業振興の発展、地域産業
の活性化を図ることを目的としています。

　今回は、産学公・地域連携活動の活性化の一環として協定を結んだ

「芝浦工業大学」をご紹介します。芝浦工業大学の古瀬氏、松日楽氏、芳

賀氏、鈴木氏に連携事業に関してお話を伺いました。

  交流連携室＜本部＞ TEL 03-5530-2134お問い合わせ

※EVM…Error Vector Magnitudeの略で、本来あるべき信号の
　位相・振幅のズレを意味する。数値が小さいほど歪みが少ない。

※ダウンコンバータ…高い周波の信号を低い周波の信号に変換する装置
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（平成21年3月12日協定を締結）
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